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新
得
町
郷
土
研
究
会
会
員
名
簿

■
順
次

会

員

氏

名

入
会
年
月

退
会
年
月

備

考

野

呂

己
之
松

昭
和

年

月

顧

問

1

56

11

銘

形

俊

雄

〃

昭
和

年

月

2

59

4

若

原

幸

雄

〃

平
成

年

月

死

亡

3

7

5

小

関

優

〃

昭
和

年

月

4

60

2

川
久
保

功

〃

平
成

年

月

死

亡

5

9

3

秋

山

秀

敏

〃

会
計
監
査

6

田

近

正

俊

〃

年

月

死

亡

7

17

1

大

多

優

子

〃

現
会
員

8

鈴

木

義

男

年

月

不

明

9

58

3

小
笠
原

知

新

年

月

年

月

10

58

11

15

3

金

村

優

年

月

現
会
員

11

60

2

鈴

木

貞

年

月

年

月

死

亡

12

60

3

9

6

佐
々
木

昇

年

月

年

月

〃

13

60

4

15

3

仙

庭

勉

〃

年

月

〃

14

9

3

近

藤

義

美

年

月

昭
和

年

月

〃

15

61

4

62

11

岩

木

善

司

〃

平
成

年

月

〃

16

3

3

林

義

範

年

月

年

月

〃

17

61

10

6

1

片

桐

直

〃

顧

問

18

貴

戸

延

之

平
成

年

月

年

月

19

2

4

4

3

千

葉

林

平

年

月

年

月

死

亡

20

2

10

16

12

斉

木

信

道

年

月

会
計
監
査

21

4

4

藤

石

文

平

年

月

年

月

転

勤

22

7

1

7

3

菊

地

幸

一

年

月

会

計

23

7

4

渡

辺

秀

夫

年

月

年

月

24

7

8

9

3

斉

藤

仁

年

月

年

月

死

亡

25

8

4

20

12

安

倍

範

夫

年

月

会

長

26

9

4

橋

本

昭

蔵

年

月

年

月

27

10

1

24

1

斉

藤

三

男

年

月

副
会
長

28

12

1

奥

山

雅

彦

年

月

現
会
員

29

12

3

中

島

実

年

月

〃

30

13

5

榎

本

博

司

年

月

年

月

31

15

5

19

1

西

浦

茂

〃

年

月

32

20

3

髙

橋

昭

吾

年

月

事
務
局
長

33

18

1

荒

木

伸

一

〃

現
会
員

34

児

玉

琢

躬

年

月

〃

35

20

4

中

内

勝

雄

〃

現
会
員

36

木

俣

明

美

年

月

〃

37

21

4

歴
代
役
員
名
簿

■
年
度

顧

問

会
長

副
会
長

事
務
局
長

会

計

会
計
監
査

野
呂

田
近

若
原

銘
形

565758

川
久
保

秋
山

5960

田
近

若
原

金
村

事
務
局
長
兼
務

6162631

貴
戸

23

片
桐

45678910

仁

斉
木

菊
地

斉
藤

1112

仁

三

野
呂

田
近

斉
藤

安
倍

斉
藤

1314

片
桐

斉
藤

斉
木

三

1516

奥
山

171819

髙
橋

20

三

安
倍

斉
藤

212223
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昭
和
五
十
六
年
十
一
月
三
十
日
施
行

新

得

町

郷

土

研

究

会

会

則

（
名

称
）

第

一
条

本
会
は
、
新
得
町
郷
土
研
究
会
と
称
す
る
。

（
事
務
所
）

第

二
条

こ
の
会
の
事
務
所
を
会
長
宅
に
置
く
。

目

的
）

（
第

三
条

本
会
は
、
新
得
町
の
歴
史
的
資
料
の
調
査
と
、
そ
の
資
料
蒐
集
と
保
存
及

び
伝
承
の
た
め
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
会

員
）

第

四
条

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
入
会
す
る
も
の
を
以
っ
て
会
員
と
す
る
。

第

五
条

会
員
は
次
の
会
費
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。

年
間

二
、
〇
〇
〇
円

第

六
条

会
員
の
入
会
、
退
会
は
自
由
と
し
、
届
出
に
よ
っ
て
効
力
を
生
ず
る
。

（
役
員
及
び
任
期
）

第

七
条

本
会
は
、
次
の
役
員
を
置
き
、
総
会
に
お
い
て
選
出
し
、
任
期
は
二
年
と

す
る
。

（
一
）
会
長

一
名

（
二
）
副
会
長

一
名

（
三
）
事
務
局
長

一
名

（
四
）
会
計

一
名

（
五
）
会
計
監
査

二
名

（
役
員
の
任
務
）

第

八
条

役
員
の
任
務
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
一
）
会

長

こ
の
会
を
代
表
す
る
。

（
二
）
副
会
長

会
長
を
補
佐
す
る
。

（
三
）
事
務
局
長

会
務
を
司
る
。

（
四
）
会

計

会
の
会
計
を
処
理
す
る
。

（
五
）
会
計
監
査

会
計
を
監
査
す
る
。

（
会

議
）

第

九
条

会
議
は
、
総
会
、
役
員
会
及
び
例
会
と
す
る
。

第

十
条

総
会
は
毎
年
四
月
に
行
い
、
事
業
計
画
、
決
算
、
予
算
、
会
則
改
正
に
関

す
る
こ
と
を
審
議
議
決
す
る
。

、

。

な
お

会
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
臨
時
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る

二
、
役
員
会
は
、
総
会
に
提
案
す
る
議
案
、
そ
の
他
事
業
遂
行
上
必
要
な
こ
と
を

審
議
す
る
。

三
、
例
会
は
毎
月
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
、
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

（
会

計
）

第
十
一
条

本
会
の
運
営
費
は
、
会
費
、
補
助
金
及
び
寄
付
金
を
も
っ
て
充
て
、
毎
年

四
月
一
日
に
は
じ
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

（
付

則
）

第
十
二
条

こ
の
会
則
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
三
十
日
よ
り
施
行
す
る
。

（
一
）
昭
和
六
十
三
年
四
月
十
八
日

一
部
改
正
施
行

（
二
）
平
成
九
年
四
月
十
八
日

一
部
改
正
施
行

（
三
）
平
成
十
一
年
四
月
二
十
三
日

一
部
改
正
施
行

（
四
）
平
成
十
五
年
四
月
十
八
日

一
部
改
正
施
行

〈
申
し
合
せ
事
項
〉

一
、
調
査
、
資
料
収
集
の
た
め
自
家
用
車
を
使
用
し
た
場
合
は
ガ
ソ
リ
ン
代
と
し
て

一
㎞
当
た
り
二
〇
円
を
支
払
う
。
＝
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
日

二
、
会
員
が
病
気
の
た
め
継
続
し
て
入
院
が
一
ヶ
月
以
上
に
わ
た
る
と
き
、
見
舞
金

と
し
て
五
、
〇
〇
〇
円
を
贈
る

「
弔
」
の
場
合
は
各
自
の
意
思
と
す
る
。
＝
平

。

成
六
年
五
月
二
十
一
日

委
託
業
務
完
了
届

平
成
二
十
三
年
度
総
会
議
案
書

二
十
四
年
二
月
例
会



- 74 -

□
平
成
二
十
三
年
度
の
定
期
総
会
に
お
い
て
創
立
三
十
年
の
記
念
事
業

と
し
て
「
ふ
る
さ
と
の
伝
承
」
改
訂
版
の
発
行
が
決
定
さ
れ
、
そ
の

、

。

後
編
集
委
員
六
名
の
指
名
が
あ
り

編
集
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た

六
月
二
十
一
日
、
最
初
の
編
集
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
改

訂
版
に
会
誌
的
要
素
を
含
め
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
の
議
論
が
さ

れ
ま
し
た
。
初
版
の

は
、
史
跡
な
ど
の
写
真
と

「
ふ
る
さ
と
の
伝
承
」

そ
の
説
明
で
郷
土
の
史
料
と
し
て
学
校
教
育
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
改
訂
版
に
投
稿
な
ど
を
入
れ
る
の
は

材
と
し
て
ふ
さ
わ
し

、
教

く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
り

編
集
方
針
を
定
め
る
に

、

て
、「

伝

は
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
十
月
の
例
会
に
お
い

ふ
る
さ
と
の

会
員
の
投
稿
な
ど
は
会
誌

第
六
号
と

承
」
は「
新
版
」
と
し
て
、

「
郷
土
」

し
て

れ
ぞ
れ
分
離
し
て
発
行
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
る
と
同
時

、
そ

に

い
ず
れ
も
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に

、
な
り
ま
し
た
。

□
「
新
版
ふ
る
さ
と
の
伝
承

は
、
確
か
な
史
料
で
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
の
歴
史
を
伝

」

初
版
の
内
容
を
検
証
す
る

承
し
て
い
く
と
い
う
前
提
で
編
集
に
あ
た
り
ま
し
た
。

小
中
学
校
の
系
譜
／

と
と
も
に
、
新
版
に
は「
町
の
産
業
遺
産
」
、「
埋
蔵
文
化
財
」
、「

廃
合
の
歴
史
／
配
置
図

を
加
え
ま
し
た
。
史
跡
な
ど
の
写
真
は
最
新
の
も

併
・
統

」

の
を
配
し
、
中
表
紙
に
は
当
会
が
こ
だ
わ
り
を
持
つ

石
切
山

の
写
真
を
使
用
し

“

”

ま
し
た
。
文
字
ど
お
り
新
版
に
な
り
、
町
の
歴
史
史
料
と
し
て
、
ま
た
子
ど
も
た

ち
の
教
材
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
写
真
撮
影
と
編
集
は
、

主
に
菊
地
が
担
当
し
ま
し
た
。

□
既
刊
の

は
、
当
会
本
来
の
郷
土
の
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
で
、
読

会
誌
「
郷
土
」

み
応
え
の
あ
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
得
の
古
い
歴
史
は
今
ま
で
の
会
誌
で

す
で
に
発
表
し
尽
く
さ
れ
、
新
た
な
史
料
や
口
承
な
ど
が
発
表
さ
れ
な
い
中
で
、

郷
土

こ
れ
ら
の
歴
史
は
そ
の
ま
ま
後
世
に
伝
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

は
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
記
録
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
を

「
六
号
」

、

、

、

知
る

あ
る
い
は
語
れ
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
現
在

い
ず
れ
口
承
も
絶
え

失
わ
れ
と
と
も
に
、
史
料
な
ど
も
散
逸
し
、
郷
土
の
歴
史
が
正
確
に
伝
承
さ
れ
な

い
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。
今
号
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
例
会
等
で
検
証

を
重
ね
、
我
が
町
の
歴
史
記
録
の
精
度
を
よ
り
高
め
て
い
く
所
存
で
す
。

郷
土
」

、「
三
十
年
の
年
表
」
と
昭
和
三
十
五
年
頃
の「
市
街
地
図
」
を

□
「

六
号
編
集
は

二
本
柱
と
し
、
さ
ら
に
創
立
三
十
周
年
を
特
集
し
ま
し
た
。
年
表
は
秋
山
が
担
当

し
、
五
十
六
年
発
足
以
来
の
会
三
十
年
の
活
動
な
ど
が
詳
細
に
記
録
と
し
て
残
す

編 集 後 記

。

、

、

、

。

こ
と
が
で
き
ま
し
た

地
図
は

新
得

新
内
を
奥
山
が

屈
足
を
秋
山
が
担
当

今
か
ら
五
十
年
以
上
も
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
市
街
地
に
は
多
く
の
商
店
、
事
業
所
な

ど
が
あ
り
、
当
時
の
人
口

の
街
が
、
い
か
に
活
気
に
満
ち
て
い

一
三
、
〇
〇
〇
人

た
か
が
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

□
新
内
郷
土
史
料
収
蔵
庫
の
収
蔵
品
の
中
で
新
得
と
直
接
関
係
の
あ
る
物
品
史
料
写

真
は
、
教
育
委
員
会
の
了
承
を
得
て
掲
載
し
ま
し
た
。

□
編
集
会
議
の
中
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
老
舗
相
馬
商
店
、
旧
村
形
三
吉
宅
、
卸
売

、

、

、

、

市
場

昔
の
新
内

拓
鉄
線
佐
幌
停
留
所
な
ど

今
回
編
集
で
き
な
か
っ
た
分
は

資
料
の
収
集
、
調
査
等
を
さ
ら
に
行
い
、
七
号

発
行
時
期
未
定

発
行
時
に
郷
土

（

）

の
歴
史
と
し
て
発
表
す
る
予
定
で
す
。

新
版
ふ
る
さ
と
の
伝
承
」
は
、

「
郷

□
「

全
面
的
に
教
育
委
員
会
の
ご
支
援
、
ま
た
会
誌

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
情
報
も
参
考
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
発
行
す
る
こ

土
」
第
六
号
は
、

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
、
三
十
周
年
記
念
誌
発
行
の
編
集
後
記

と
い
た
し
ま
す
。

新
得
町
郷
土
研
究
会

会
誌

編
集
委
員
会

「
郷
土
」
第
六
号

委
員
長

奥

山

雅

彦

秋

山

秀

敏

昭

吾

髙

橋

大

多

優

子

菊

地

幸

一

児

玉

琢

躬

表
紙
題
字

安

倍

範

夫

表
紙
写
真

菊

地

幸

一



（後列） 菊地 髙橋 中島 荒木 奥山 片桐 児玉 大多 秋山

（前列） 斉藤 金村 安倍 野呂 斉木

（平成24年度総会：町公民館）

創
立
三
十
周
年
記
念
誌

会
誌
「
郷
土
」
第
六
号

発

行

新
得
町
郷
土
研
究
会

編

集

「
郷
土
」
第
六
号
編
集
委
員
会

発
行
日

平
成

年

月

日

24

3

31

印

刷

㈲
緑
陽
印
刷

音
更
町
緑
陽
台
北
区
二
十
四
番
地




